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イ
ン
ド
も
２
０
３
０
年
を
視
野

　

英
国
の
ゴ
ー
ブ
環
境
相
は
7
月
26
日
、

ガ
ソ
リ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
両
車

（既
存
車
）

の
新
規
販
売
を
２
０
４
０
年
か
ら
禁
止
す

る
と
正
式
発
表
し
た
。
と
は
言
う
も
の
の
、

こ
の
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
弱
小
で
、

業
界
側
の
経
済
的
な
痛
手
は
小
さ
い
。

　

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
い
。
業
界
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
同
国
で
は
今
年
上
半
期
に

電
気
自
動
車

（Ｅ
Ｖ
）
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
Ｈ
Ｖ
）
の
販
売
が
、
約
30
％
増
加
し
た

も
の
の
、
新
車
登
録
に
占
め
る
割
合
は

5
％
未
満
に
留
ま
っ
て
い
る
。
英
政
府
は
、

モ
ー
タ
ー
と
ガ
ソ
リ
ン
、
ま
た
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｈ
Ｖ
の

販
売
も
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
終
了
す
る

方
針
だ
が
、
少
し
前
の
フ
ラ
ン
ス
案
で
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
扱
い
は
曖
昧
だ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
国

際
的
枠
組
み
で
あ
る

「
パ
リ
協
定
」
の
目

標
達
成
に
向
け
た
計
画
を
既
に
発
表
し
、

目
玉
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
２
０

４
０
年
ま
で
に
既
存
車
を
販
売
禁
止
に
す

る
方
針
で
あ
る
。
最
終
的
に
２
０
５
０
年

ま
で
に
、
国
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

差
し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る

「カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
を
目
指
す
と
い
う
。

　

だ
が
、
同
国
の
今
年
上
半
期
の
新
車
販

売
の
内
、
実
に
95
・
２
％
を
既
存
車
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
が
占
め
、
Ｈ
Ｖ
は
３
・
５
％
、

Ｅ
Ｖ
に
至
っ
て
は
た
っ
た
の
１
・
２
％
に
過
ぎ

な
い
。
今
後
は
Ｅ
Ｖ
向
け
の
購
入
補
助
金

を
設
け
つ
つ
、
既
存
車
の
生
産
や
販
売
に

規
制
を
掛
け
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。
し
か

も
、
同
国
は
原
発
大
国
で
電
気
が
安
い
。

仏
ル
ノ
ー
は
小
型
電
気
自
動
車

「ゾ
エ
」

の
航
続
距
離
を
４
０
０
㎞
に
ま
で
延
ば
し
て

お
り
、
更
な
る
改
良
も
進
め
て
い
る
。　
　

　

各
国
で
も
同
様
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ボ
ル
ボ
は
、
２
０
１
９
年

以
降
に
発
売
す
る
総
て
の
車
を
Ｅ
Ｖ
や
Ｈ

Ｖ
に
す
る
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
も
２
０
２
５
年
ま
で
に
既
存
車

の
販
売
を
禁
止
す
る
動
き
が
あ
り
、
独
フ

ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
も
２
０
２
５
年
ま
で
に

30
車
種
以
上
の
Ｅ
Ｖ
を
投
入
す
る
計
画
だ
。

ド
イ
ツ
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車

な
ど
の
販
売
禁
止
を
目
指
し
、
法
案
が
審

議
さ
れ
て
い
る
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
２
０
２
５
年
ま
で
に
既
存

車
の
販
売
を
禁
止
す
る
動
き
が
あ
る
が
、

同
国
内
に
お
け
る
２
０
１
５
年
時
点
で
の
Ｅ

Ｖ
市
場
シ
ェ
ア
は
23
・
３
％
と
、
他
国
と

比
べ
抜
き
ん
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
興
国
で
あ
る
イ
ン
ド
も
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
、
既
存
車
の
国
内
販
売

を
禁
じ
、
販
売
さ
れ
る
自
動
車
を
Ｅ
Ｖ
の

み
に
制
限
す
る
、
と
の
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
で
世
界
第
７
位
の
経

済
規
模
に
ま
で
成
長
し
た
同
国
は
、
中
国
、

米
国
に
次
ぎ
、
世
界
で
３
番
目
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
多
い
国
で
も
あ
る
。

　

一
方
、米
健
康
影
響
研
究
所

（Ｈ
Ｅ
Ｉ
）

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
で
は
２
０
１

５
年
時
点
で
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
濃
度
が
世
界

保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
基
準
値
の
７
・

４
倍
に
当
た
る
74
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
㎥
に

ま
で
悪
化
し
、
大
気
汚
染
が
原
因
と
見
ら

れ
る
死
亡
者
数
は
、
年
間
１
０
９
万
人
を

超
え
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
は
マ
ツ
ダ
と
資
本
提
携

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

戸
田
光
太
郎

  

英
仏
の

「
２
０
４
０
年
に
ガ
ソ
リ
ン
、

　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
両
車
販
売
禁
止
」
の
衝
撃
度

今年8月4日、資本業務提携会見で握手するトヨタの豊田章男社長（左）
とマツダの小飼雅道社長（トヨタ自動車）
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ト
ヨ
タ
の
全
固
体
電
池
搭
載
Ｅ
Ｖ

　

日
本
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車
な
ど
の
禁
止
に
は

踏
み
込
ん
で
い
な
い
も
の
の
、
２
０
１
６
年

に
発
表
さ
れ
た

「Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
で
は
、
２
０
３
０
年
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ

お
よ
び
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

（
Ｐ

Ｈ
Ｖ
）
の
新
車
販
売
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
20

～
30
％
、
保
有
台
数
に
お
け
る
シ
ェ
ア
で

16
％
を
目
指
す
と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
現
状
の
電
池
よ
り

も
飛
躍
的
に
性
能
を
高
め
た
次
世
代
の

「全
固
体
電
池

（ソ
リ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
バ
ッ

テ
リ
ー
」
を
搭
載
し
た
Ｅ
Ｖ
を
、
２
０
２
２

年
に
も
日
本
国
内
で
発
売
す
る
方
針
を
固

め
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
全
固
体
電
池
の
研
究
を

進
め
て
き
た
同
社
は
、
昨
年
、
東
京
工
業

大
な
ど
と
の
共
同
研
究
で
、
電
解
質
に
適

し
た
固
形
素
材
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

充
放
電
の
際
に
、
イ
オ
ン
の
通
り
道
と
な

る
電
解
質
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
の
固
体
を

使
用
す
る
も
の
だ
。
液
体
を
使
う
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
と
異
な
り
、
液
漏
れ
の
心

配
が
な
く
、
高
熱
に
も
耐
え
る
た
め
安
全

性
が
高
い
。

　

現
在
、
各
社
が
販
売
す
る
Ｅ
Ｖ
の
車
載

電
池
に
は
、
主
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

が
使
わ
れ
て
い
る
。
全
固
体
電
池
は
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
２
倍
の
充
電
量
を

見
込
め
る
。
現
行
の
Ｅ
Ｖ
は
航
続
距
離
が

３
０
０
～
４
０
０
㎞
程
度
と
、
ガ
ソ
リ
ン
車

よ
り
短
く
、
急
速
充
電
で
あ
っ
て
も
数
十

分
か
か
る
が
、
全
固
体
電
池
は
こ
れ
ら
の

弱
点
を
一
気
に
解
決
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
Ｅ
Ｖ
の
弱
点
で
あ
る
航
続
距
離
を
大

幅
に
延
ば
し
、
フ
ル
充
電
も
数
分
で
済
む
。

車
載
用
で
は
世
界
初
の
実
用
化
に
な
る
と

見
ら
れ
、
Ｅ
Ｖ
開
発
で
欧
米
メ
ー
カ
ー
が

先
行
す
る
中
、
革
新
技
術
の
導
入
で
巻
き

返
し
を
図
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
動
き
が
腹
に
据
え
か
ね
る

人
物
が
、
米
テ
ス
ラ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
氏
。
「本
当
に
全
固
体
電
池
が
で
き

た
な
ら
見
せ
て
く
れ
」
と
、
８
月
２
日
の

決
算
会
見
で
ト
ヨ
タ
を
挑
発
し
た
。
「ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
星
雲
へ
の
瞬
間
移
動
の
よ
う
に
、

口
で
は
何
と
で
も
言
え
る
。
我
々
か
第
三

者
の
研
究
所
で
検
証
さ
せ
ろ
」（テ
ス
ラ
氏
）

　

テ
ス
ラ
と
別
れ
た
ト
ヨ
タ
は
、
８
月
４
日

マ
ツ
ダ
と
提
携
し
、
Ｅ
Ｖ
の
共
同
開
発
を

視
野
に
入
れ
た
。 

Ｅ
Ｖ
普
及
に
向
け
て
は
、

航
続
距
離
ア
ッ
プ
と
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
重
要
だ
。
各
国
で
充
電
設
備
も
含
め

た
Ｅ
Ｖ
購
入
の
た
め
の
補
助
金
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
メ
ー
カ
ー
も
量
産
化
や
技
術
革

新
で
の
コ
ス
ト
引
き
下
げ
を
急
ぐ
。
普
及

へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
一
歩
ず
つ
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
歩
に
置
き

換
え
て
考
え
て
み
よ
う
。
１
９
６
４
年
に

誕
生
し
た
人
類
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
Ｅ
Ｎ

Ｉ
Ａ
Ｃ
は
、
米
陸
軍
に
よ
り
大
砲
の
弾
道

計
算
用
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
約
1
万

７
０
０
０
本
の
真
空
管
と
、
７
２
０
０
個
の

ダ
イ
オ
ー
ド
、
７
万
個
の
抵
抗
器
、
1
万

個
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
幅

３
０
ｍ
、
高
さ
２
・
４
ｍ
、
奥
行
き
０
・
９
ｍ
、

総
重
量
27
ｔ
に
上
り
、
倉
庫
1
つ
分
ほ
ど

あ
っ
た
。

　

一
方
、
１
９
７
９
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
開
発
し

た
パ
ソ
コ
ン

「
Ｐ
Ｃ-

８
０
０
１
」
容
量
は
、

僅
か
16
Ｋ
Ｂ
。
原
稿
用
紙
20
枚
の
文
章
で

メ
モ
リ
ー
は
一
杯
に
な
る
代
物
だ
。
デ
ジ

カ
メ
が
一
般
化
し
、
メ
ー
ル
で
や
り
取
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
、

２
０
０
２
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
こ
の
マ

シ
ン
を
16
万
円
で
買
っ
た
人
に
ス
マ
ホ
の
機

能
を
説
明
し
て
も
、
狂
人
扱
い
さ
れ
た
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
指
数
関
数
的
な
進
化
を
遂
げ

る
科
学
技
術
の
進
化
を
考
え
れ
ば
、
２
０

４
０
年
に
超
小
型
で
長
時
間
持
つ
蓄
電
池

の
誕
生
は
、
「
夢
物
語
」
ど
こ
ろ
か
、
俄

然
現
実
味
を
帯
び
た
話
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

米
イ
ン
テ
ル
社
の
ゴ
ー
ド
ン•

ム
ー
ア
氏

は
１
９
６
５
年
に

「
半
導
体
の
集
積
度
は

18
ヶ
月
で
倍
増
し
て
行
く
」
と
予
想
し
、

そ
の
後
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

「ム
ー
ア
の
法

則
」
は
現
実
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

太
陽
光
発
電

（
Ｐ
Ｖ
）
の
技
術
も
ム
ー

ア
の
法
則
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
確
実
に
進

化
し
て
お
り
、
よ
り
安
く
よ
り
高
度
に
発

展
し
た
。

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
よ
り
高
度
に
か
つ
安

価
に
と
技
術
者
は
薄
型
化
を
追
求
し
、
１

ワ
ッ
ト
当
た
り
シ
リ
コ
ン
を
削
減
し
、
１
９

８
０
年
の
コ
ス
ト
の
８
分
の
１
に
ま
で
下
げ

た
。
２
０
３
０
年
頃
ま
で
に
、
Ｐ
Ｖ
は
石
炭

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
炭
素
資
源
の
半
分
以

下
の
コ
ス
ト
で
の
発
電
を
可
能
に
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
、
石
油
は
何
度
も

枯
渇
す
る
と
言
わ
れ
て
来
た
が
、
今
や
だ

ぶ
つ
い
て
い
る
。

　

太
陽
光
は
枯
渇
し
な
い
。
太
陽
が
死
に

絶
え
る
の
は
50
億
年
後
と
言
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
太
陽
光
の
約
５
日
分
で
、
石
油
、

石
炭
、
天
然
ガ
ス
の
総
埋
蔵
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
匹
敵
す
る
。
そ
し
て
夜
間
や
悪
天

候
へ
の
解
決
策
に
は
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
が

あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
も
ま
た
絶
え
ず
進
化
し
、

低
価
格
を
追
求
し
て
い
る
。　

　

「
脱
炭
素
社
会
」
が
、
思
っ
て
い
る
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
で
訪
れ
そ
う
だ
。　
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